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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成21年12月10日(2009.12.10)

【公開番号】特開2008-179191(P2008-179191A)
【公開日】平成20年8月7日(2008.8.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-031
【出願番号】特願2007-12483(P2007-12483)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｔ   8/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ  13/16     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ  13/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｔ   8/00    　　　Ｃ
   Ｂ６０Ｔ  13/16    　　　　
   Ｂ６０Ｔ  13/66    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスタシリンダ（１３）と複数の車輪（ＦＲ～ＲＬ）それぞれに備えられるホイールシ
リンダ（１４、１５、３４、３５）とが主管路（Ａ、Ｅ）および補助管路（Ｄ、Ｈ）を介
して接続され、前記主管路に備えられた差圧制御弁（１６、３６）と、前記補助管路に備
えられたポンプ（１９、３９）とを制御することにより、制動時に前記マスタシリンダか
ら前記ホイールシリンダに対するブレーキ液の供給を制御する車両用ブレーキ制御装置で
あって、
　緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う第１判定手段（１２０）と、
　前記差圧制御弁にて前記マスタシリンダと前記ホイールシリンダとの間を差圧状態に制
御すると共に、前記ポンプを駆動することで、前記ポンプにて前記差圧制御弁と前記ホイ
ールシリンダとの間に前記補助管路を介してブレーキ液を供給する第１制御手段（１４０
、１４５、１５５）と、
　前記差圧制御弁を連通状態に制御すると共に、前記ポンプを駆動することで、前記ポン
プにて前記差圧制御弁と前記ホイールシリンダとの間に前記補助管路を介してブレーキ液
を供給する第２制御手段（１４５、１６０、１７５）とを有し、
　前記第１判定手段により前記緊急ブレーキ制御を実行すると判定されたとき前記第２制
御手段が実行され、その後に前記第１制御手段が実行されることを特徴とする車両用ブレ
ーキ制御装置。
【請求項２】
　前記マスタシリンダに発生するマスタシリンダ圧および前記ホイールシリンダに発生す
るホイールシリンダ圧を検出すると共に、この検出結果に基づいて前記マスタシリンダ圧
に対して前記ホイールシリンダ圧が追従していないことを検出する検出手段（１００）を
有し、
　前記検出手段が前記マスタシリンダ圧に対して前記ホイールシリンダ圧が追従していな
いことを検出したときに、前記第２制御手段が実行されることを特徴とする請求項１に記
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載の車両用ブレーキ制御装置。
【請求項３】
　前記検出手段にて検出された前記ホイールシリンダ圧が前記マスタシリンダ圧から所定
値を減算した値以上になったときに、前記第１制御手段が実行されることを特徴とする請
求項２に記載の車両用ブレーキ制御装置。
【請求項４】
　マスタシリンダ（１３）と複数の車輪（ＦＲ～ＲＬ）それぞれに備えられるホイールシ
リンダ（１４、１５、３４、３５）とが主管路（Ａ、Ｅ）および補助管路（Ｄ、Ｈ）を介
して接続され、前記主管路に備えられた差圧制御弁（１６、３６）と、前記補助管路に備
えられたポンプ（１９、３９）とを制御することにより、制動時に前記マスタシリンダか
ら前記ホイールシリンダに対するブレーキ液の供給を制御する車両用ブレーキ制御装置で
あって、
　緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う判定手段（２３０）と、
　前記緊急ブレーキ制御を実行すると判定されたときに、前記差圧制御弁を連通状態に制
御すると共に、前記補助管路中において、前記ポンプと前記マスタシリンダとの間に備え
られた開閉制御弁（２４、４４）を連通状態に制御する制御手段（２４０）とを備えるこ
とを特徴とする車両用ブレーキ制御装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記開閉制御弁を連通状態に制御する際に前記ポンプを駆動し、該ポ
ンプの吐出により前記ホイールシリンダへブレーキ液を供給することを特徴とする請求項
４に記載の車両用ブレーキ制御装置。
【請求項６】
　マスタシリンダ（１３）と複数の車輪（ＦＲ～ＲＬ）それぞれに備えられるホイールシ
リンダ（１４、１５、３４、３５）とが主管路（Ａ、Ｅ）および補助管路（Ｄ、Ｈ）を介
して接続され、前記主管路に備えられた差圧制御弁（１６、３６）と、前記補助管路に備
えられたポンプ（１９、３９）とを制御することにより、制動時に前記マスタシリンダか
ら前記ホイールシリンダに対するブレーキ液の供給を制御する車両用ブレーキ制御装置で
あって、
　緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う判定手段（２３０）と、
　前記緊急ブレーキ制御を実行すると判定されたときに、前記補助管路中において、前記
ポンプを駆動して、前記補助管路に接続された調圧リザーバ（２０、４０）内のブレーキ
液を吸入吐出する制御手段（２４０、２４５）とを備えることを特徴とする車両用ブレー
キ制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、請求項１に記載の発明では、緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う
第１判定手段（１２０）と、差圧制御弁にてマスタシリンダとホイールシリンダとの間を
差圧状態に制御すると共に、ポンプを駆動することで、ポンプにて差圧制御弁とホイール
シリンダとの間に補助管路を介してブレーキ液を供給する第１制御手段（１４０、１４５
、１５５）と、差圧制御弁を連通状態に制御すると共に、ポンプを駆動することで、ポン
プにて差圧制御弁とホイールシリンダとの間に補助管路を通じてブレーキ液を供給する第
２制御手段（１４５、１６０、１７５）とを有し、第１判定手段により緊急ブレーキ制御
を実行すると判定されたとき第２制御手段が実行され、その後に第１制御手段が実行され
ることを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この場合、車両用ブレーキ制御装置がポンプとマスタシリンダとの間に開閉制御弁（２
４、４４）が備えられるブレーキ制御システム（１）に適用される場合に、緊急ブレーキ
制御を実行すると判定されたときに、補助管路中において、ポンプとマスタシリンダとの
間に備えられた開閉制御弁（２４、４４）を連通状態に制御することにより、補助管路を
マスタシリンダからホイールシリンダへのブレーキ液の供給経路とすることもできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、請求項２に示すように、検出手段がマスタシリンダ圧に対してホイールシリンダ
圧が追従していないことを検出したときに、差圧制御弁の駆動をポンプの駆動より遅らせ
ることを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このように、検出手段がマスタシリンダ圧に対してホイールシリンダ圧が追従していな
いことを検出したときに、ポンプの駆動よりも差圧制御弁の駆動を遅らせることで、補助
管路を通じてマスタシリンダからホイールシリンダへのブレーキ液の供給を多くすること
ができる。例えば、補助管路に開閉制御弁が配置される形態のブレーキ制御システムに対
しては、開閉制御弁を連通状態に制御すると共にモータを駆動することで、ホイールシリ
ンダに多くのブレーキ液を供給できる。また、開閉制御弁が備えられないようなブレーキ
制御システムに関しても、同様のことが言える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　なお、請求項３に示すように、検出手段にて検出されたホイールシリンダ圧がマスタシ
リンダ圧から所定値を減算した値以上になったときに、第１制御手段が実行されるように
することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項４に記載の発明では、緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う判定手段
（２３０）と、緊急ブレーキ制御を実行すると判定されたときに、差圧制御弁を連通状態
に制御すると共に、補助管路中において、ポンプとマスタシリンダとの間に備えられた開
閉制御弁（２４、４４）を連通状態に制御する制御手段（２４０）とを備えることを特徴
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としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　例えば、請求項５に示すように、制御手段は、開閉制御弁を連通状態に制御する際にポ
ンプを駆動し、該ポンプの吐出によりホイールシリンダへブレーキ液を供給することがで
きる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項６に記載の発明では、緊急ブレーキ制御を実行するか否かの判定を行う判定手段
（２３０）と、緊急ブレーキ制御を実行すると判定されたときに、補助管路中において、
ポンプを駆動して、補助管路に接続された調圧リザーバ（２０、４０）内のブレーキ液を
吸入吐出する制御手段（２４０、２４５）とを備えることを特徴としている。
                                                                        


	header
	written-amendment

